CEVICO 2020 ハーベスト・レポート


収穫量はVT2019とほぼ等しい4700万hl
VT2019と比較して、ロマーニャ：平地は+12％、丘陵畑は+8％増。エミリアは同等。

１・ブドウの状態は非常に良かった
２・アルコール含有量は平地畑では平年並み、丘陵畑では例年より高かった
３・酸の乗りも良かったがVT2019よりは控え目
４・赤ワイン用ブドウは非常に色づきが良かった
５・全てのブドウについて、非常に芳香豊かであった

他の地方
１・ヴェネトは特にソアーヴェとプロセッコが良好で+3％の増。
２・シチリアは15～20％減。
３・プーリアは地域によって20～30％減
４・トスカーナは15％減
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